
インターネットに関連した基礎技術の修得、および電子商取引システムに関する基本的な知識および技術の
習得を目的とする。実際に運用可能な商取引サイトを構築する能力を身につけることを目標とする。

経営情報システム工学実験I

Management Information Systems Laboratory 1

実験 2単位 1学期

全教官

インターネット
電子商取引
UNIX

1．ホームページの基礎および作成
2．CGIを利用したホームページの作成
3．CGIを利用したホームページの作成
4．インタラクティブなホームページの作成
5．インタラクティブなホームページの作成
6．データベースを利用したホームページの作成
7．データベースを利用したホームページの作成
8．バーチャルモールの構築（設計）
9．バーチャルモールの構築（設計）
10．バーチャルモールの構築（作成）
11．バーチャルモールの構築（作成）
12．バーチャルモールの構築（統合）
13．バーチャルモールの構築（統合）
14．バーチャルモールの構築（動作確認）
15．バーチャルモールの構築（動作確認）

電子商取引サイトの構築には、データベース言語、CGI、をはじめ、広範な知識、技術を必要とするため、適
宜資料を配付する。

以下の配分で評価、採点を行う。
授業態度20％、提出リポート50％、総合評価30％

授業ではUNIX環境およびJavaを使用してWebプログラム開発を行うため、
「経営情報システム工学演習」も併せて履修することが望ましい。

担当教官が毎回テーマにそって、必要な説明を行いながら、関連する操作方法を指導する。学生は各自の
端末で、実際にハード・ソフトを操作しながらその方法を修得する。必要に応じて、リポートの提出を課す。具
体的には、電子商取引を行う上で必要な機能を盛り込んだバーチャルモール（仮想商店街）を実際に構築
する。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

担当の教官が指定する。
【参考書】
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UNIXに関する操作およびJavaによるプログラミングについて理解を深める。UNIXの基本概念を理解し一般
的な操作、および、Javaによる実用的なプログラムの作成が行えるようになることを目標とする。

経営情報システム工学演習

Management Information Systems Practice

演習 1単位 1学期

全教官

UNIX
Java

担当の教官は課題を以下の内容について一つか二つ用意する。担当の教官または助手は学生達に演習を
実施させる。
1．UNIXの基本操作
2．UNIXの基本操作
3．UNIXの応用操作
4．Javaの基礎
5．制御文
6．制御文
7．制御文
8．配列
9．文字列
10．関数
11．関数
12．クラス
13．応用演習
14．応用演習
15．応用演習

適宜資料を配付する。

以下の配分で評価、採点を行う。
授業態度20％、提出リポート50％、総合評価30％

より実践的な技術を習得するため、
「経営情報システム工学実験I」も併せて履修することが望ましい。

担当教官が必要な説明を行いながら、関連する操作方法を指導し、課題を出す。学生は各自の端末で、実
際にハード・ソフトを操作しながらその課題に取り込む。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

担当の教官が指定する。
【参考書】
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具体的な問題解決を通して，経営情報システム工学分野における分析・設計能力を養うと共に，実験の計画
，実施，報告書作成，発表方法，等を修得する．

経営情報システム工学実験II

Management Information Systems Laboratory 2

実験 2単位 2学期

全教官

各グループの課題は各教官が与える．課題は大きく，システム分析問題とシステム設計問題に別れる．

なし

中間および最終発表会の内容，および報告書により評価する．

なし

少人数のグループによるミニプロジェクト方式で行う．各グループは，担当教官の指導の下で，グループ毎
に与えられた課題の解決方法を検討し，メンバーの分担を決め，課題解決を実施する．学期の始めに課題
説明会を行い，中間・最終報告会も行う．

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

各課題毎に指定する．
【参考書】
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この科目は4年2，3学期に履修する実務訓練（またはこれに替わる課題研究）に対する導入教育となっており
、課程主任より指示された教官の指導の下に、経営情報システム工学に関する実験及び考究を行う。

経営情報システム工学特別実験及び考究

Seminar in Management Information Systems

講義 1単位 1学期

全教官

前年度末における単位取得状況により、本年度に卒業が見込まれる学生は本科目を履修することができる。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【留意事項】
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大学院進学予定者を、企業その他の受け入れ機関に派遣し、受け入れ機関の業務に従事させる。社会との
密接な接触を通し、指導的技術者として必要な能力を研鑚するとともに、実践的な技術を体得する。

実務訓練

Internship (Jitsumu-Kunren)

実習 8単位 2-3学期

全教官

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】
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学部卒業を希望する学生に対し、第4学年2・3学期に実施する。卒業後の学生が社会に有用な技術者とし
て活躍できるよう、実践的テーマを与える。特に学生が発案し、これが研究課題として有意義なものと認めら
れるときにはこれを採用してもよい。

課題研究

Thesis Research

実習 8単位 2-3学期

全教官

指導教官による。

別途指導教官が指示する。

課題研究終了時に提出する課題研究論文と終了後に行う課題研究発表会により総合的に判断する。

前年度における単位取得状況により、今年度に卒業が見込まれる学生は本科目を履修することができる。社
会人入学者及び十分な期間の実務経験を有する学生は「実務訓練」に代えて本科目を履修する。

指導教官による。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

別途指導教官が指示する。
【参考書】
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情報システムの企画・分析・設計から開発・運用・メンテナンスまでのライフサイクル，およびライフサイクルの
初期フェーズとなる企画・分析，概念設計，および基本設計の実務について講義する．

情報システム計画

Information Systems Planning

講義 2単位 1学期

（未定）

1．情報システムのライフサイクル
2．業務分析と概念設計
3．分散システムの基本設計
4．ネットワーク構成論
5．システム設計の実例

未定

レポートまたは試験により評価する．

なし

情報システムのライフサイクルについて概説し，その初期フェーズにおける実務と各種方法論・手法につい
て講述する．

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】
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電子機器およびコンピュータが一般家庭にまで浸透し、情報化が進む中、誰もが使えるヒューマンインタフェ
ースの重要性は増す一方である。本講義では、人間と機械間のコミュニケーションという視点から、そのあり
方と現在の技術、そして今後のヒューマンインタフェースが目指す方向について講述する。

化学計画・経営1号棟407号室

ヒューマンインターフェース工学

Human Interface Design

講義 2単位 1学期

山田 耕一

1．ヒューマンインタフェースとデザイン
　まず簡単な概説をした後、ケーススタディとして我々が日常的に用いる機器類のヒューマンインタフェース（
HI）を取り上げ、それらが何故使いやすいか、あるいは使いにくいかを検討し、HIの重要性を認識することか
ら始める。
2．人間の認知特性と認知モデル
　より良いHIを設計するためには、ユーザである人間の認知特性を理解することが第一歩となる。これまでに
提案されてきた各種の認知モデルを紹介し、そのモデルを前提にしたHIについて考える。
3．ユーザモデル
　ユーザモデルはユーザに関する特性を記述したものでHIに利用されるが、どのレベルの特性を記述する
かによって様々に異なる。認知モデルもユーザモデルの一種である。ここではユーザモデルをいくつかのタ
イプに分類し、その特徴を述べる。
4．意図推論と知的インタフェース
　機械がユーザの意図を推論しその意図に合わせて振る舞えば、その機械はもっと使いやすくなる。ここで
は、ユーザ意図を推論する HIについて説明する。
5．マルチモーダルインタフェース
　コミュニケーションに関する複数の情報を統合して人間と対話する HIをマルチモーダルインタフェースとい
う。マルチモーダルインタフェースの実例を説明する。
6．仮想世界指向／実世界指向インタフェース
　コンピュータ内の仮想的世界にユーザが入り込んだり、逆に実世界に人工的な情報を埋め込むインタフェ
ースが研究されている。こうしたHIの実例を説明する。

必要に応じて資料を配付する。

学期中および学期末に課すレポートにより評価する。また、授業中の議論の貢献度も加味する。

特になし。

前半は人間の認知特性および人間・機械間のコミュニケーションについて解説し、後半は最新の研究動向を
具体例によって説明する。なお、ヒューマンインタフェース技術の多くは客観的な評価が難しく、それぞれの
立場によって評価が異なる。そのため授業は一方的な講義だけでなく、時には受講者の意見や感想を求め
、議論しながら進める予定である。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

D.A.ノーマン著，誰のためのデザイン？，新曜社
田村博著，ヒューマンインタフェース，オーム社

【参考書】
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高度情報化社会に欠かせない情報ネットワークの基礎知識技術を学ぶ。

マルチメディア情報論

Multimedia Information Systems

講義 2単位 1学期

（　　　）

未定

レポートおよび、学期末に実施する筆記試験により評価する。

高度情報化社会に入りつつあるなかで欠かせない、情報ネットワークの利用技術の基礎について学ぶ。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】
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　経営工学は、経済学的、商学的視点からアプローチする経営学と並んで、組織体の各種の経営活動を、
工学的手法を多用して実施することを支援する体系である。問題の摘出、解析、解決策の発見を通して経営
を合理的、科学的に進めるために、シミュレーションによって採るべき方策を類推し、実際の経営に適用する
ことを学び、問題に逢着した場合に、適切な手法を選択できるように指導する。

化学経営情報1号棟305室

経営工学

Business System Engineering

講義 2単位 1学期

嶋田英輔

システム、顧客ニーズ、品質、機能、生産、管理、数学的手法、人間科学

1．システムとは
2．経営工学の概念
3．需要分析と市場調査
4．経営計画作成
5．新製品開発
6．生産管理　　　　　　　　　工程問題、スケジューリング、
7．販売管理　　　　　　　　　需要予測、
8．ロジステイクス　　　　　　材料、半製品の調達、輸送、在庫
9．財務管理　　　　　　　　　資金需要予測、資金調達、資金運用
10．人事労務管理　　　　　　人員配置、人質、動機付け
11．支援手法について　　　　IE,VE,OR,システム解析、データ解析、人間工学　
12．問題と問題解決について
13．意思決定の手法　　　　　　　
14．最近の手法の解説　　　　シックスシグマ、バランススコアカード、P7

教官の資料を、プロジェクタで示しながら、主要点を書き取らせることを原則とする

授業項目を理解しているかが評価される期末試験の結果　（100％）

この科目における授業項目は第3学年2学期に開講される経営情報システム工学の基礎的教養となる。

授業内容は、授業項目に示したものとそれらに関連するものとする。授業方法は、原則として、次の通り行う
ものとする。
（1）事前に明示する授業項目にかかわるキーワ―ドについて予習する。
（2）事前に予習を求めたキーワードについて小テストを行う。
（3）キーワードの解説を含め、授業項目について解説し、質疑応答を受け付けながら、考察を進める。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

適宜紹介する
【参考書】
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生産は「物を作る工程や行為、経済価値の創成」であり「人々のニーズを満たし、価値をもつ製品（人工物）
を、入力した原材料（素材）や素形材に設備、情報、労働を作用させることによって産出する機能」を有する
システムである。この生産に情報とシステム工学を融合させ、関連する基本的知識を修得することを目的とす
る。また、授業項目とそれらに関連する事項を理解し、問題意識を持ち、授業から啓発受け、計画実践を試
みようとする意識をもつことを達成目標とする。

化学・経営情報棟1号棟402室

生産情報システム工学

Manufacturing Information Systems and Technology

講義 2単位 1学期

樋口 良之

生産システム、生産管理、データベース、CALS、ナレッジマネジメント、情報ネットワーク

1. 生産システムのトレンド
2. 企業組織と生産情報のかかわり
3. 生産管理データベースの設計
4. 生産管理データベースの構築I
5. 生産管理データベースの構築IIと運用
6. かんばん方式と生産情報
7. CALSによる生産の効率化
8. 生産情報のナレッジマネジメント
9. 生産情報の共有化とアウトソーシング
10.生産情報ネットワークの設計と構築

なし。講義資料を配布する。

評価の基準は次の2項目を総合したものとする。
（1）授業項目の理解を促進する予習結果が評価される授業始めの小テストの結果（40%）
（2）授業項目を理解しているかが評価される期末試験の結果（60%）

http://kjs.nagaokaut.ac.jp/higuchi/

授業内容は、授業項目に示したものとそれらに関連するものとする。授業方法は、原則として、次の通り行う
ものとする。
（1）事前に明示する授業項目にかかわるキーワードについて予習する。
（2）事前に予習を求めたキーワードについて小テストを行う。
（3）キーワードの解説を含め、授業項目について解説し、質疑応答を受付ながら、考察を深める。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【参照ホームページアドレス】

圓川隆夫編、生産管理の事典、朝倉書店、1999。
日本生産管理学会編、生産管理ハンドブック、日刊工業新聞社、1999。

【参考書】
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物流・流通の情報システムは、最もEDI（電子データ交換）など技術革新が著しく、高度情報化に成功した分
野のひとつである。この物流にかかわる情報システムについての基本的知識を修得することを目的とする。ま
た、授業項目とそれらに関連する事項を理解し、問題意識を持ち、授業から啓発受け、計画実践を試みよう
とする意識をもつことを達成目標とする。

化学・経営情報棟1号棟402室

物流情報システム工学

Business Logistics and Electronic Commerce

講義 2単位 1学期

樋口 良之

物流システム、EDI、SCM、情報ネットワーク、データベース、流通

1. 物流システムのトレンド
2. 物流業界のEDI（電子データ交換）
3. 我が国の物流EDIのトレンド
4. 国際物流EDIのトレンド
5. サプライチェーンマネジメントの適用
6. 物流情報管理システムの設計と構築
7. 流通情報システムの設計
8. 流通情報システムの構築
9. 流通情報システムの運用
10.総合物流システムへの展望

特になし。講義資料を配布する。

評価の基準は次の2項目を総合したものとする。
（1）授業項目の理解を促進する予習結果が評価される授業始めの小テストの結果（40%）
（2）授業項目を理解しているかが評価される期末試験の結果（60%）

http://kjs.nagaokaut.ac.jp/higuchi/

授業内容は、授業項目に示したものとそれらに関連するものとする。授業方法は、原則として、次の通り行う
ものとする。
（1）事前に明示する授業項目にかかわるキーワードについて予習する。
（2）事前に予習を求めたキーワードについて小テストを行う。
（3）キーワードの解説を含め、授業項目について解説し、質疑応答を受付ながら、考察を深める。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【参照ホームページアドレス】

水流正英、物流EDI、運輸政策研究機構、1998。
【参考書】
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GDP、GNP、物価、失業、景気不景気などの基礎概念、財政政策、金融政策などの有効需要管理政策など
、マクロ経済学の基礎に関する理解を目的とする。経済、産業などの業界誌、新聞の読解能力を身に付け、
独自の情勢判断ができることを目標とする。

化学経営情報1号棟306号室

マクロ経済分析

Macro Economics

講義 2単位 1学期

李 志東

GDP、GNP、物価、名目と実質、雇用と失業、インフレとデフレ、財市場、貨幣市場、労働市場、国際収支、
IS-LM分析、ケインズ派と古典派、価格硬直性と伸縮性、市場万能と有効需要管理政策、経済成長

1．マクロ経済学の概要(1回）
2．マクロ経済学の基本概念(3回）
3．価格伸縮性仮定と諸市場の均衡(1回）
4．国民所得決定の理論（3回）
5．IS-LM分析と経済政策(3回）
6．経済成長の影響要因（1回）
7. 計量経済モデルによる実証分析（1回)

中谷巌「入門マクロ経済学（第4版）」（日本評論社）

1. 評価方法
　双方向の質疑応答と持ち込み可の筆記試験を総合して評価する。

2. 評価項目
　①経済の仕組み、市場メカニズムを理解していること。
　②マクロ経済に関する基本概念を理解していること。
　③経済政策の影響に関する分析力を身につけること。
　

受講者は「ミクロ経済分析」、「環境経済学」、「計量経済学」と合わせて履修することが望ましい。

幸か不幸か我々は「平成不況」を間近に見た世代である。では、何故不況になったのか、不況脱出のために
、所得税減税、公共投資の拡大、公定歩合の引き下げなどを含む財政金融政策が取られているが、効果が
いかほど期待されるのか。その理論的根拠は何なのか。これらの問題を念頭におきながら、価格メカニズムと
経済政策を中心に、マクロ経済学の基本知識を習得する。講義に当たっては，復習と内容理解の確認に関
する質疑応答を随時行う。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

追って指示する。
【参考書】
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人間の学習システムについて理解し、それをベースにエージェントシステム、学習支援システム、などのシス
テム開発ができるようになる。

309

人間開発システム論

Human Development System

講義 2単位 1学期

植野 真臣

認知科学、人工知能、教育工学、エージェントシステム

1　問題解決プロセス
2　問題解決支援
3　エージェントシステム
4　マルティメディア
5　システム開発支援システム
6　システム開発実習
7　システムのプレゼンテーション

なし。

提出された課題（システム）によって評価を行う。

http://kjs.nagaokaut.ac.jp/ueno
植野研究室ホームページ

人間の学習システムについて理解し、それをベースにエージェントシステム、学習支援システム、などのシス
テム開発ができるようになる。講義と実習の併用となる。人間の学習システムについて理解し、人の問題解決
プロセスを理解する。これを踏まえて、何を支援するかを教育工学などの知見より理解する。最終的に人工
知能、マルティメディアを用いたエージェントシステムの開発を行う。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【参照ホームページアドレス】

授業中に紹介する。
【参考書】
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現在のIT社会における情報倫理の基礎を身に付ける。

309

情報社会及び情報倫理

Information Society and Ethics

講義 1単位 1学期

植野 真臣

1.情報化と社会、2.デジタル知的財産権、3．電子商取引、4．オンラインプライバシー、5．セキュリティとリスク
管理、6．米国におけるインターネットの規制、COAとCDPA、7．サイバーポルノ、8．児童ポルノ規制法、9．
有害サイトの規制法、10．大阪間マスクリンク事件、11．ネット紛争の裁判管轄と自主解決組織、12．電子署
名に関する訴訟対応、13．福岡県異邦捜索事件　を扱う。また、新聞等の記事を適宜に授業に取り込む。

課題作成80％、出席20％。

ネット授業形式

http://kjs.nagaokaut.ac.jp/ueno
植野研究室ホームページ

情報社会において身に付けておかなければならない倫理・道徳観を習得させる。講義・演習問題・討論実習
によって成り立つ。授業方法はインターネットを用いたネット授業とする。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

【参照ホームページアドレス】
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コンピュータプログラム、データベース等も対象範囲に含め、デジタル化・ネットワーク化の時代においてます
ます注目されつつある「著作権制度」について、その基本的考え方、国際的・国内的制度の概要、新情報技
術の発展に伴う最近の内外の動向などを学ぶ。著作権について初めて学ぶ者を対象として、（1）実務上知
っておくべき最低限の知識を身につけること、（2）マルチメディア、インターネット等に対応するための最新の
動向を知ること、の双方を目的とする。

非常勤講師

情報社会と著作権

Information Society and Copyright

講義 2単位 1学期

吉田 大輔

知的所有権、著作権法、著作権関係条約、著作権、著作隣接権、情報化と著作権、マルチメディア、インタ
ーネット

1．知的所有権制度と著作権保護
2．関係条約の内容と日本の著作権法の概要
3．国による考え方の相違
4．「デジタル化・ネットワーク化」と著作権
5．マルチメディアと著作権
6．インターネットと著作権
7．その他の課題
8．情報化に対応するための最近の動向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、集中講義）

追って指示する。

レポート（40％）
定期試験（40％）
学習態度（20％）

知的所有権制度の意義、その中での著作権の位置付け、関係条約・国内法の内容など、著作権の基礎的
部分を学ぶ。その後、インターネット、マルチメディアなどといったものの出現・普及に象徴される近年の「デ
ジタル化・ネットワーク化」の進展に伴う、内外の著作権制度の動きについて学習する。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】
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ますます、グロバル化していく中で、日本と外国、日本と国際社会との関係、役割にどういう問題があり、それ
にたいして国際コミュニケーションはどういう意味を持って、どういうものであるかを考察する。その時、アジア
地域の中でもう一つの先進国であるオーストラリアと対比しながら、日本の立場と役割を考える。

化学経営情報１号棟404

国際コミュニケーション論

Information and Communication in international Society

講義 2単位 2学期

Valerie. McGown（ヴァレリー　マクガウン）

国際コミュニケーション、日本と国際社会、日本、オーストラリア、アジア

日本の経済と国際関係、日本企業の海外進出とその問題、日本とアジア、オーストラリアとアジア、日本とオ
ーストラリアの関係とその変化、多文化社会とその対応策、国際労働異動、言葉の問題（通訳、翻訳）、日本
の国際社会への参加とその問題点。

なし

クラスプロジェックト　　　50%
末期レポート　　　　　　　50%

末期レポートなどは英語でも日本語でも提出可能。

デイスカションの機会を考量し、講義を行う。学生は、適宜指定する参考書、参考資料により、授業項目に関
する自習を重視する。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

参考書・参考資料：適宜指定する。
【参考書】
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情報システムの詳細設計・開発から検査・運用に至るライフサイクル中期の実務，システム設計・開発方法論
，ソフトウエア設計・開発・検査の基礎について学習する．

情報システム構築

Design and Development of Information Systems

講義 2単位 2学期

ZAVARSKY　Pavoｌ（ザバルスキーパヴォル）

1．情報システムの詳細設計
2．システム開発方法論
3．ソフトウエア工学
4．オブジェクト指向設計とプログラミング
5．システムの検査

未定

レポートまたは試験により評価する．

情報システム計画の履修を前提として講義する．

情報システム構築フェーズにおいて用いられる各種方法論と手法について講述する．

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】
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情報ネットワーク社会が進む中で、情報を社会あるいは組織体全体で有効活用するための基盤として不可
欠なデータベースシステムについて、基本的な諸概念からシステム設計・管理にいたるまで幅広い基礎知識
を修得する。

データベースシステム論

Introduction to Database Systems

講義 2単位 2学期

ZAVARSKY　Pavoｌ（ザバルスキーパヴォル）

データベースの仕組み，ファイル編成，データベース管理システム（DBMS），タイプ，データベース言語，設
計・管理

1．データベースの基本的事項（ねらい、仕組み、歴史、動作環境等）
2．データのファイル編成（基礎知識、種類等）
3．データベース管理システム（機能の分類、各機能の詳細等）
4．リレーショナル型データベース（関係とは、データ操作、正規化等）
5．データベース言語SQL（規格、データベース定義・操作、問合せ等）
6．データベース設計・管理（データモデル、設計手法、運用と管理等）
7．データベース技術（分散型、オブジェクト指向、マルチメディア等）
8．新しいトピックス

未定

レポート、学期末筆記試験の結果に出席状況を加味する。

なし

基本的な理論と応用技術についての講義に加えて、デモシステムによる理解も図って行く。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

小泉修「図解でわかるデータベースのすべて」（日本実業出版社）など。
【参考書】

- 19 -



情報が価値や利益を生み出す主役となる情報化社会においては，情報の伝達・蓄積・処理などの情報技術
に加えて，情報を高度に質的加工する知的情報処理の重要性が高まる．本講義では，知的情報処理を実
現するための理論と手法を提供する人工知能について学習する．

化学計画・経営1号棟407

人工知能論

Artificial Intelligence

講義 2単位 2学期

山田 耕一

1．人工知能とは
　知能についての考え方、研究の対象、人工科学としての特徴、研究の歴史、などについて概説する。
2．問題解決と探索
　人工知能における問題解決の考え方、モデル化、探索について、その基礎を説明する。
3．論理と推論
　人工知能において推論は不可欠であるが、そのための強力な手法の一つが論理である。最も基本的な命
題論理とそれによる推論、真と偽の間の真理値を扱う多値論理とそれによる推論について述べる。
4．述語論理
　人工知能で最もよく使われる論理が述語論理である。述語論理とそれを用いた推論について説明する。
5．プロダクションシステム
　人間の知識の多くは、「もし～であれば～である」あるいは「もし～であれば～せよ」という形式のプロダクシ
ョンルールで表現しやすい。プロダクションルールで表現された知識を用いて推論を行う方法について説明
する。
6．不確実な条件下での推論
　実世界では不確実な条件下で推論を行わなければならない。不確実性な知識や情報を扱うために、確率
論や可能性理論を用いた推論について説明する。
7．ファジィ理論とファジィ推論
　曖昧性は、不確実性とは異なる。概念や言葉の曖昧さを扱うファジィ理論とファジィ理論を用いた推論法を
紹介する。

なし。必要に応じてプリントを配布する。

学期途中および学期末に課するレポート（二回程度）によって評価する。

特になし。

人工知能という学問の性格を理解するため、まず研究の歴史や研究が目指すものについて説明し、その後
に人工知能における問題解決の考え方、そのための基本的な理論と手法について述べる。また、不確実性
やあいまいさを含む知識・情報を扱うために、確率やファジィ理論を用いた推論についても説明する。理解を
深めるため、講義中に簡単な演習問題を課す。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

荒屋眞二：人工知能概論，共立出版
西田豊明：人工知能の基礎，丸善
本多中二，大里有生：ファジィ工学入門，海文堂

【参考書】
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　意思決定(Decision Making)は人間生活のあらゆる場面で行われている知的行動である。工学的なシステ
ムの開発、設計、製造、運用も意思決定のプロセスであり、不確実な状況下において最適な経営戦略を創出
する合理的なプロセスも意思決定である。意思決定は、有効な代替案を探索し決定するためのシステム分析
、環境の不確実性を考慮した代替案実施結果の予測、その予測結果の評価と評価結果の順序づけを行うた
めの選好、そして、希求水準を超える満足解を得るための合理的選択基準・行動規範などから構成される。
本講義では、こうした意思決定の意義を理解し、意思決定のための方法論及び各種技法について学ぶ。

化学経営情報1号棟409

意思決定論

Decision Making Systems

講義 2単位 2学期

大里 有生

レポート作成、意思決定、合理性、決定環境の不確実性、戦略行動基準、選好と効用、ゲーム理論、経営戦
略、意思決定支援システム

1．序論
2．意思決定と経営科学
3．意思決定問題とその記述
4．選好理論と効用理論
5．数理計画法による意思決定
6．ゲーム理論による意思決定
7．不確実性を伴う意思決定
8．意思決定と情報構造
9．経営戦略問題と戦略行動基準
10．決定複合体と経営意思決定
11．意思決定支援システム

特には指定せず。適宜、講義資料を配布する。

　以下に示す二つの個別評価を総合して成績を評価する。
1．適宜提示する課題に対する中間レポート（3回程度）
2．学期末に行う期末試験（1回）
　総合評価における上記個別科目の割合は、中間テスト30％、期末試験70％とする。

受講者は、「オペレーションズリサーチ」（専門基礎科目）、「システム工学概論」（総合科目2類B）を履修して
いることが望ましい。

http://alice.nagaokaut.ac.jp

　本講義では、対象システムに関する代替案が所与の（すでに与えられている）ものとしてある受動的な選択
・決定だけでなく、代替案の探索・創出を意識的に行う能動的な意思決定をも対象とし、各種の意思決定問
題とその数理的記述を紹介し、意思決定を取り巻く環境及び情報の確実性・リスク性・不確実性を考慮した
満足化意思決定の方法について講述する。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

【参照ホームページアドレス】

「意思決定の基礎」、松原 望著、朝倉書店。
「意思決定論」、市川 惇信著、共立出版。
「経営システム」、高原 康彦・中野 文平編集、日刊工業新聞。

【参考書】
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組織をオープンシステムとしてとらえ、その構造、機能、および変動のプロセスについて講義する。

経営組織管理論

Business Policy and Control

講義 2単位 2学期

Valerie. McGown（ヴァレリー　マクガウン）

組織と組織論
戦略と組織の有効性
外部環境
組織の技術
組織の規模、成長、ライフサイクル
組織の構造と設計
革新と変革
情報と統制
組織の文化
意思決定のプロセス
権力と政治
集団間の諸関係、葛藤
組織化

なし。講義テキストを適宜配布する。

下記の基準により、総合的に評価する。
項目　ウエイト
　小テスト　10%
　レポート　30%
　定期試験　40%
　学習態度　20%

講義テキストに基き、次項の授業項目に関する講義を行う。学生は、適宜配布される参考資料により、毎回の
授業項目に関する予習・復習を行うことが期待される。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

参考書：適宜指定する。
参考資料：関連する学術論文、新聞・経済誌の記事を適宜配布する。

【参考書】
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企業、行政などの経営活動が情報をキーとする形態に変わりつつある中で、アドミニストレータをはじめあら
ゆるビジネス従事者に要求される経営情報システムについての基本的知識を修得することを目的とする。ま
た、授業項目とそれらに関連する事項を理解し、問題意識を持ち、授業から啓発受け、計画実践を試みよう
とする意識をもつことを達成目標とする。

化学・経営情報棟1号棟402室

経営情報システム工学

Management Information Systems and Technology

講義 2単位 2学期

樋口良之

アルゴリズム、DFD、財務会計、ナレッジマネジメント、E・Commerce、SCM、インターネット、セキュリティ、e-
Government、個人認証、起業認証

1. 経営情報処理とシステムの記述方法
2. 会計情報システムの構築
3. 小売業の経営情報システムの構築
4. 卸売業の経営情報システムの構築
5. サービス業の経営情報システムの構築
6. ナレッジマネジメント
7. 電子商取引（Electronic Commerce）のシステム技術
8. 電子商取引（Electronic Commerce）にかかわる法規
9. サプライチェーンマネジメント
10. インターネットによる情報公開と経営
11. 経営情報システムとセキュリティ
12. 行政と経営情報システムの事例I
13. 行政と経営情報システムの事例II
14. システム導入の手順と留意点

なし。講義資料を配布する。

評価の基準は次の2項目を総合したものとする。
（1）授業項目の理解を促進する予習結果が評価される授業始めの小テストの結果（40%）
（2）授業項目を理解しているかが評価される期末試験の結果（60%）

http://kjs.nagaokaut.ac.jp/higuchi/

授業内容は、授業項目に示したものとそれらに関連するものとする。授業方法は、原則として、次の通り行う
ものとする。
（1）事前に明示する授業項目にかかわるキーワードについて予習する。
（2）事前に予習を求めたキーワードについて小テストを行う。
（3）キーワードの解説を含め、授業項目について解説し、質疑応答を受付ながら、考察を深める。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【参照ホームページアドレス】

根田正樹ほか3名、インターネット・電子商取引の法務と税務、ぎょうせい、1999。
涌井順一郎、販売流通情報システム、東海大学出版会、1993。

【参考書】
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いま、我々は身近なごみ問題、自動車排ガス問題から生物種の減少や地球温暖化問題まで、様々な環境問
題に遭遇している。では、なぜ環境問題が発生するのか、どのような対策が必要なのか。本講義の目的は、
上記のような設問に対する解答について経済学の見地から考察することである。環境問題に関する理解を
深め、問題解決の基礎能力を身に付けることを目標とする。

化学経営情報1号棟306号室

環境経済学

Environmental Economics

講義 2単位 2学期

李 志東

環境要素、環境問題、環境対策、環境保護システム、環境情報、汚染者負担と受益者負担、エネルギー需
給、地球温暖化、先進国責任と途上国責任、持続可能な発展

1  環境問題と経済学（講義2回）
2  環境保護システム論（講義4回）
3  環境経済学各論（輪講7回）

「現代経済学入門：環境経済学」、植田 和弘著、岩波書店

輪講(40%)及び期末レポート(60%)を総合して成績を評価する。

受講者は「ミクロ経済分析」、「マクロ経済分析」、「計量経済学」と合わせて履修することが望ましい。

概要に関する講義と各論に関する輪講をあわせる形で、授業を進める。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

「中国の環境保護システム」、李 志東著、東洋経済新報社
【参考書】
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CAD/CAMを用いた製品開発の手法を学ぶ

産業デザイン学

Computer-Aided Design for Manufacturing

講義 2単位 2学期

(    )

CAD／CAMの概念
CADのハードウエア
CADのソフトウエア
CADソフトウエアの実際
シュミレーション
など

CAD／CAMシステム
理工学社

2回のテストの評価

CAD・CAMのテキストを使って授業を進める．

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

必要に応じて随時配布する
【参考書】
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個々には偶然に（でたらめに）起こる現象もこれを多数観察すると明確な数学的法則に従っている場合があ
る。その法則を扱うのが確率論であり統計学である。本講義では、確率の考え方の初歩から始め、いろいろ
な調査や実験・観測により得られた資料（データ）の整理と分析、平均や分散、標準偏差等の各種統計量の
扱い方、母集団の推定・検定等の統計学とその応用の初歩を学ぶ。

環境棟２Ｆ２６８、２６７号室、機械建設１号棟４０３号室

応用統計学

Applied Statistic

講義 2単位 2学期

小林 昇治・原 信一郎・高橋 秀雄

1．資料の整理と分析
2．確率と確率分布
3．2項分布と正規分布
4．母集団と標本抽出
5．推定と仮説検定

標準的な統計学の入門書を使用する。

２回の教科書、ノート、電卓持ち込み可の筆記試験（各ほぼ４０％）と講義時間中の演習（約２０％）による。

基本的な重要事項を解説するとともに、具体的な例を随時示す。適宜受講生自身による演習を行う。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

- 26 -



多変量統計学の基礎を学び、実際のデータを収集し、正しいプロセスで解析できる能力を養う。

統計工学 講義 2単位 2学期

植野　真臣

統計、多変量解析、相関分析、重回帰分析、因子分析、主成分分析、共分散構造モデル、項目応答理論、
数量化理論、グラフィカルモデル

相関分析、重回帰分析、因子分析、主成分分析、共分散構造モデル、項目応答理論、数量化理論、グラフ
ィカルモデル

特になし

授業中に課される実習、およびレポートにより評価する。

http://kjs.nagaokaut.ac.jp/ueno
植野研究室ホームページ

多変量統計学の基礎およびコンピュータを用いた実習を行う。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【参照ホームページアドレス】
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組織体の活動に必要な情報の収集・処理・伝達・利用に関わる人的組織と機械的機構の統合システムとして
の情報システムにおける機能保全・情報管理の方法論について学習する。

情報システム管理

Information Systems Management

講義 2単位 1学期

ZAVARSKY　Pavoｌ（ザバルスキーパヴォル）

情報システム、経営管理、データ管理、情報セキュリティ、リスク管理、信頼性、ネットワーク管理、ソフトウェア
管理、品質管理と品質保証、システム鑑査

1．情報システムと経営行動
2．データ管理
3．情報セキュリティ保護
4．リスク管理
5．信頼性管理
6．ネットワーク管理
7．ソフトウェア管理
8．情報システムの品質管理と品質保証
9．システム監査
10．事例研究

未定

適宜提示する課題に対するレポートと学期末試験の結果を総合して評価する。

専門科目「情報システム計画」「情報システム構築」を履修していることが望ましい。

企業等を中心とした組織体の経営活動における情報システムを主な対象として、データ管理、情報セキュリ
ティ保護、リスク管理、信頼性管理、コンピュータ・通信ネットワーク管理、ソフトウェア管理、システム監査に
関する各種情報技術を修得する。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

「経営情報システム」、宮川公男、中央経済社。
【参考書】

- 28 -



人工知能の一分野である知識工学に焦点を当て、実用的な問題解決システムの構築を指向する各種知識
表現方法とその上での推論方法を学習する。また、その応用として開発されるエキスパートシステムの基本
構成、特徴、開発方法、問題点などについて理解し、問題点の克服を目指す高次推論や知識ベース構築の
ための知識獲得・機械学習についても学ぶ。

化学計画・経営1号棟407号室

知識工学

Knowledge Engineering

講義 2単位 1学期

山田 耕一

1．知識工学と知識の利用
　知識工学が誕生した背景と、実用的な知的システム構築における知識の重要性について述べる。
2．知識ベースと知識表現
　プロダクションシステム、意味ネットワーク、フレームシステム、黒板モデルなどの知識表現方法と、それらの
知識を用いた推論方法について述べる。
3．エキスパートシステム
　1980年代にブームとなった初期のエキスパートシステム（知識ベースシステム）の基本構成、特徴、開発方
法、問題点と限界について、実務的な観点から説明する。
4．問題の分類と問題解決モデル
　人工知能が扱う問題の分類とそれぞれの問題に対する問題解決モデルについて説明する。
5．高次推論
　より高度な知識ベースシステムを目指して考案された各種の高次推論（非単調推論，定性推論，事例ベー
ス推論，等）について説明する。
6．機械学習と知識獲得
　知的システム開発において最も困難を極める知識獲得作業を緩和するために機械による学習が研究され
ている。ここでは幾つかの帰納的学習法について説明す理解しる。

なし。

学期途中および学期末に課するレポート（二回程度）によって評価する。

3年2学期の人工知能論の履修を前提として講義を行う。

知識工学の誕生から始め，基礎的な知識表現と推論方法、さらにエキスパートシステム開発について説明す
る。また、その開発の難しさ、困難さを克服するために研究された各種問題解決モデル、高次推論、知識の
獲得と学習について講述する．

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

上野晴樹著：知識工学入門，オーム社
北橋忠宏著：知識情報処理，森北出版

【参考書】
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生活や産業、社会システムなどにおける諸活動を、人間を含むシステムの挙動としてとらえ、人間の心理、行
動、社会などに重点をおいたシステム工学的アプローチ法を修得する。

化学・経営情報棟 405

人間システム工学

Human Systems Engineering

講義 2単位 1学期

中村 和男

人間システム，システム工学，システム構造分析，データの多次元分析，モデル化，意思決定，技術評価

1．人間システムのシステム工学（1回）
　個体と集団，人間・製品・環境系等
2．システムの構造分析（2回）
　分類，因果構造，意味構造等
3．複雑な様態の多次元分析（2回）
　多変量解析，質的データ分析等
4．動的モデル（2回）
　微分方程式系，種の生態系等
5．確率過程モデル（2回）
　マルコフ連鎖，態度変容，再び種の生態系等
6．意思決定（2回）
　選好・効用，ゲームの理論，社会的選択等
7．技術評価（2回）
　安全性評価，多属性評価，LCA等
8．新しいトピックス（1回）

なし。ただし、プリントを配布する。

1．レポート（フィールド調査，演習を含む）　40%
2．学期末筆記試験（配布資料の持込可）　　　50%
3．学習態度（出席状況や聴講・質疑の態度）　10%

総合科目2類B「システム工学概論」を履修していることが望ましい。

適宜プリントを配布し、わかりやすい具体例を通しながら、システム工学的視点と代表的な数理的手法の考
え方を示して行く。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

J.G.ケメニイ・J.L.スネル「社会科学における数学的モデル」（培風館）、石谷久・石川真澄「社会システム工学
」（朝倉書店）、水野欣司「多変量データ解析講義」（朝倉書店）など。

【参考書】
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会計は、組織が経済活動を行う時、その経済活動を貨幣価値で計算し、記録し、その結果を報告するシステ
ムである。会計を行う組織のなかから営利組織の行う企業会計に焦点をあて、その一分野である財務会計の
管理システムの構造と機能を研究する。財務管理システムは、ステークホルダー（企業の利害関係者）へ報
告することを目的としており、厳密な公準、原則、法規制に立脚して運営される。ここでは、財務管理の位置
づけからはじめ、企業の経済活動に伴う資本の変動を測定し、それを情報として伝達する各プロセスを考察
する。また、経済活動のグローバリゼーションに伴い、財務管理システムが取組みつつある新たな課題を考
察する。

財務管理システム論

Financial Management Systems

講義 2単位 1学期

（未定）

1．組織と会計、企業会計
2．ステークホルダーと財務管理システム
3．財務管理システムの概念と構造
4．会計公準と会計原則
5．資産
6．負債
7．資本
8．収益
9．費用
10．租税と利益処分
11．財務諸表の作成と公開
12．企業集団の連結財務諸表
13．財務諸表の国際比較
14．財務諸表と経営分析
15．新たな課題への対応

なし。講義テキストを適宜提供する。

下記の基準により、総合的に評価する。
　項目　　　ウエイト
小テスト　　　１０％
レポート　　　３０％
定期試験　　　４０％
学習態度　　　２０％

講義テキストに基き、次項の授業項目に関し、講義を行う。学生は、適宜配布される参考資料により、毎回の
授業項目に関し、予習・復習を行うこと。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

参考書：適宜指定する。
参考資料：関連する学術論文、新聞・経済誌の記事など、参考資料を適宜配布し、学生の予習・復習に資す
る。

【参考書】
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現代、市場へ向けての企業の志向性は、マーケテイング志向が主流である。マーケティングリサーチの前提
として、基礎的なマーケテイング理論を理解する。次いで、データ分析の基礎と応用技術、企画から報告ま
でのマーケテイングリサーチの実際、いくつかのケース・スタディの考察を行う。更に、学際的なアプローチに
よるマーケティングリサーチの新たなパラダイム、社会志向マーケティング、非営利事業のマーケティングな
ど新たな展開を検討する。

マーケティングリサーチ

Research for Marketing Management

講義 2単位 1学期

（未定）

マーケテイング理論
マーケティングリサーチのためのデータ分析 －基礎とその応用
マーケテイングリサーチのプロセス － 企画から報告まで
若干のケース・スタデイ
マーケティングをめぐる新たな視座・展開

なし。講義テキストを適宜配布する。

下記の基準により総合的に評価する。
  項目　　　　　　　ウエイト
小テスト　　　　　　10%
レポート　　　　　　30%
定期試験　　　　　　40%
学習態度　　　　　　20%

マーケテイング理論
マーケティングリサーチのためのデータ分析の基礎と応用
マーケテイングリサーチのプロセス － 企画から報告まで
若干のケーススタデイ
マーケティングをめぐる新たな視座・展開

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

参考書：適宜紹介する。
参考資料：適宜配布する。

【参考書】
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　企業の利潤の極大化を実現するためには、顧客の求める商品を適時に効率よく提供し、顧客の求める各
種の要請に対応することがきわめて重要であり、企業はその目的達成の為に、行動することが求められる。そ
れをどのように考え、計画し実行するかを予め設計しておく事が必要である。上記の流れを実現するために
必要な項目やプロセスを解説し、理解させることをこの講義の目的とする。

化学経営情報1号棟305室

経営戦略論

Corporate Strategy

講義 2単位 1学期

嶋田英輔

顧客ニーズ、市場と商品マトリックス、マーケテイング、目標、方針と展開、部門別活動計画

1．企業哲学と理念について
2．理念の具現化
3．市場と商品のマトリックス
4．マトリックスの各セグメントの展開
5．企業の長期目標の設定の仕方
6．年次目標の設定の仕方
7．方針の設定　　
8．方針の展開
9．資源配分のための部門別計画の統合　　

なし

予習に提供するキーワードの予習結果の相互評価の平均値　（50％）
授業項目を理解しているかが評価される期末試験の結果　　（50％）

　授業内容は、授業項目に示したものとそれらに関連するものとする。授業方法は、原則として、次の通り行う
ものとする。
（1）事前に明示する授業項目にかかわるキーワ―ドについて予習する。
（2）事前に予習を求めたキーワードについて小テストを行う。
（3）キーワードの解説を含め、授業項目について解説し、質疑応答を受け付けながら、考察を進める。
（4）個人別に経営像を描かせ、各人のイメージを議論によって高めさせる。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

適宜紹介する
【参考書】
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応用経済分析に最も広く利用される計量経済的分析手法の基本について学習することを目的とする。統計
データの収集と解析、モデルの構築とシミュレーション分析など簡単な実証分析に必要な基礎能力を身に付
けることを目標とする。

化学経営情報1号棟306号室

計量経済学

Econometrics

講義 2単位 1学期

李 志東

統計データ、変数、統計推定と仮説検定、最小二乗法、単一方程式モデルと連立方程式モデル、シミュレー
ション分析

1．計量経済学とは（1回）
2．単一方程式による分析（3回）
3．連立方程式モデルによる分析(3回）
4．演習その1：理論モデルの構築（1回）
5．演習その2：データ収集とモデル推定（3回）
6．演習その3：シミュレーション分析（2回）

「パソコンによる経済予測入門第2版」室田泰弘・伊藤浩吉・槌屋治紀、東洋経済新報社。

演習レポート(40%)および期末試験（60%)を総合して成績を評価する。

経済学（マクロとミクロ）、統計学に関する科目の履修もしくはそれと同等の知識を有することが望ましい。

　計量経済分析ソフト「エコノメイト」を使い、計量経済モデルの実例を取り上げながら、講義を進める。随時
演習問題を課す。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

追って指示する。
【参考書】
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学際的な学問分野である社会工学の意義と役割について学ぶことを目的とする。工学的手法をもちいて、社
会現象を解明するとともに、現代社会の諸問題をどのように解決していくかを考える。

社会工学概論

Social Engineering

講義 2単位 1学期

（未定）

1　社会工学とは何か
2　社会システムとその理論的把握
3　社会工学の理論と手法
4　社会工学とシステム手法
5　シミュレーション原理と方法
6　社会工学の応用

なし。

受講態20%, レポート80%などを総合して評価する。

私たちの社会をシステム論の視点から考察し、現在の課題を明らかにした上で、社会工学の理論とさまざま
な手法について学習する。さらに後半は社会工学へのシミュレーションの適用について考える。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

講義の中で適宜紹介する。
【参考書】
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現代社会において、各種の文化施設特に公立の文化施設は大きな役割を果たすようになった。しかし、その
運営は必ずしも適切なものとは言い難い状況にある。また、これらは、同時に情報発信施設としての機能を
担っているにも関わらず、その認識は希薄である。本授業科目は、90年代以降、その必要性が説かれるよう
になった公立文化施設を中心とするアートマネージメントの在り方について考察する。

情報文化施設マネージメント論

Information and Cultural Facilities Management

講義 2単位 1学期

根木 昭

公立文化施設，博物館・美術館，文化会館，アートマネージメント，文化政策

1．文化政策と公立文化施設（2回）
2．文化会館・博物館・美術館の概念（2回）
3．文化会館・博物館・美術館の制度と現状（1回）
4．文化会館・博物館・美術館の管理と運営（1回）
5．文化会館・博物館・美術館の課題と在り方（1回）
6．文化会館・博物館・美術館と情報（3回）
7．文化会館・博物館・美術館のマネージメント（3回）
8．文化政策とアートマネージメント（1回）

根木昭他「文化会館通論」（晃洋書房）
根木昭他「美術館政策論」（晃洋書房）

レポート（40％）
定期試験（40％）
学習態度（20％）

特になし。

下記教科書及びプリントによる講義に加え、特定の課題に係るケース・メソッドの方法を併用する。

【担当教員】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

【成績の評価方法と評価項目】

【留意事項】

根木昭『芸術文化政策II－政策形成とマネージメント－』放送大学教育振興会
根木昭『日本の文化政策－「文化政策学」の構築に向けて－』勁草書房

【参考書】
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情報技術あるいは情報システムに関わる職業人として、（1）情報技術をはじめとする種々の科学・技術・情報
を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力、（2）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、ま
とめる能力、（3）技術の社会及び自然に及ぼす影響・効果に関する理解力や責任など、技術者として社会に
対する責任を自覚する能力（技術者倫理）の獲得を目指す。

化学・経営情報棟308号室

情報と職業

IT as a Profession

講義 4単位 1,2学期

三上 喜貴

情報技術と社会、情報技術と職業、情報産業の範疇、情報通信産業、情報サービス業、情報倫理、

前期：「情報技術者の活動の領域」
 I．情報化の諸相
 （1）情報技術発達の歴史
 （2）インターネットの持つ意味
 （3）電子商取引社会の到来
 （4）電子化する政府
 （5）個人の情報行動の変化
 （6）デジタル・デバイド
 II．情報産業の構造と変化
 （1）グローバルにみた情報産業の構造
 （2）日本における情報産業の構造
 （3）通信産業
 （4）コンピュータ産業・情報家電
 （5）エレクトロニクス・半導体産業
 （6）ソフトウェア・情報サービス産業
 （7）放送・出版・メディア
 （8）ゲーム・CG・映画
 （9）情報技術者の雇用構造
 後期：「情報技術者に求められる資質」
 I．はじめに
 （1）伝統的な情報技術者像のとらえ方
 （2）求められる情報技術者像
 II．グローバルな視点
 （1）グローバルなインターオペラビリティ－への要求
 （2）広がるオフショア開発・国境を超える技術者
 （3）言語・文化・ローカライゼーション
 III．　リーガルな視点
 （1）ソフトウェアと著作権
 （2）ビジネスモデル特許
 （3）ドメインネームと商標
 （4）デジタル署名・認証
 （5）不正アクセス対策
 IV．マネージメントの視点
 （1）内部開発とアウトソーシング
 （2）ソフトウェアの品質管理・品質保証
 V．生涯学習の必要性
 （1）情報技術のライフサイクル
 （2）学協会の活動への参加
 （3）標準開発活動への参加
以上

三上の講義用WEBページ：http://kjs.nagaokaut.ac.jp/mikami/

第1学期では、「情報技術者の活動の領域」として、広義の意味における情報産業の概要を論ずる。また、第
2学期においては「情報技術者に求められる資質」を、グローバルな視点、リーガルな視点、マネージメントの
視点、生涯学習の必要性といった諸点から論ずる。
講義は原則として三上の講義用WEB教材を用いて行う。また、情報技術者が直面するであろう様々な事例
を補足するために、外部講師をできる限り多く招くこととしたい。

【担当教員】

【教員室または連絡先】

【授業目的及び達成目標】

【授業キーワード】

【授業内容及び授業方法】

【授業項目】

【教科書】

特になし
【参考書】
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出席（50％）及び各期末レポート（50％）

【成績の評価方法と評価項目】
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